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第 9 号
2月現在会員数

個人 ： 69人

法人 ： 2 団体

2005年2月13日 発行 題字 ： 杉野 雅子

40周年記念事業・アイデア募集

記念事業実行委員長 原口和博

◆ これまでの周年事業

昭和40年（1965）9月に、大阪肢体不自由児サー

ビスグループが設立されてから今年で40周年を迎えま

す。

10周年は、吹田療育園のお膝元・吹田市民会館で行

いました。約200名の子供たちとその家族に、OBや応

援を含む120名のボランティアらと共に、心のきずな

を一層深めようと、当時人気の劇団カッパ座や円谷プロ

の協力を得て、シンデレラにスペクトルマンや怪獣が会

場いっぱいの子供たちを大いに湧かせてくれたもので

す。

15周年と25周年は、育てる会（肢体不自由児を持つ

親の会）と吹田療育園と共同でフォーラムを開催しまし

た。その時々の動き、例えば「国連障害者の10年」な

どを背景に、灰谷健次郎さんの講演や、大学教授等を交

えたパネルディスカッション、障害者の現況報告などを

通じて、子供たちが直面する課題や環境の変化に対応し

て共に考える場となりました。

また、25周年では二次会をなんば花月のディスコ「デ

ッセジェニー（今は廃止）」に移し、同窓会の雰囲気の

中で、みな若い頃に戻ってハチャメチャに愉しい催しと

なりました。

35周年に当たっては、平成7年秋にSGの現役メンバ

ーとOB・OG合同で、SG活動の原点ともいえる能勢ダ

イヘンキャンプ場で「アニバーサリーキャンプ」を実施

し、旧交を温める一方で、記念事業の準備に取りかかる

ことを決めました。

翌8年4月記念式典とフォーラムを開催し、清水哲さ

んの講演で元気を貰い、大画面の記録写真でグループの

過去を振り返り、ミュゼットの演奏と合唱で心をひとつ

にすることができました。

閉会後は大阪最古のビアホールに移動して記念パーテ

ィに臨み、旧交をあたためるとともに、サポーター組織

の「かたつむり21」が発足しました。

◆ 40周年に向けてご提案を

SGが活動してきたここ40年の間に、障害を持つ子

供たちの暮らしの環境（インフラ）はかなり改善されて

きましたが、制度やまわりの人々の目線などの社会的環

境にはまだ多くの課題を残しており、ケアを必要とする

子供たちの数は減らないのが実状です。

昨今、身体的ハンディキャップを持つ人だけでなく、

心のケアが社会問題化しています。心のケアには、心と

心のふれあいこそが大切だとも言われます。

サービスグループ創設の心は「共に歩もう」ですが、

「共に」の意味するところは心と心のふれあいを大切に

しようということにほかなりません。

私たちは今まさにこの原点に立ちかえり、40周年の

記念事業をどのように行うか、同時に、これを契機にど

のような取り組みを行うべきかを模索しています。

多くの皆さんのご提案をお待ちしています。ご提案の

方法は、企画書のようなものでも、キーワードを並べた

だけでも構いません。ご提案を参考にして具体的な内容

を煮詰めたいと思います。私あるいは役員まで、封書も

しくはメールでご提案をお寄せ下さい。

SG後援会「かたつむり21」

531-0072 大阪市北区豊崎3丁目11番1号

大阪婦人ホーム 気付

会 長：黒川 芳朝 事務局長代行：岩藤 雅紀

電話：06 －6375－3731（事務所）

06－6957－1081 （岩藤）

Eメール：ma1-bru_@ga2.so-net.ne.jp (岩藤）
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NEW YEAR CAMP （俗称：オーサム・キャンプ）開催しました

日時：平成17年1月15～16日 場所：能勢ダイヘンキャンプ場

参加者：22人（かたつむり21会員：11人、SGメンバー：7人、子供：4人）

ニューイヤーキャンプ

清石 和子(subPD)

今年は1月なのではんぱ

な寒さではないと覚悟し

てたくさん着込んでの参

加でしたが、思ったほど

寒くなく過ごせました。

土曜日はあいにくの雨

でキャンプファイヤーは

できませんでしたが新年

ということで昔ながらのあそびを主にしたプログラムで

した。百人一首はやはり若い人（子ども）が強かったよ

うに思います。

そのほか、「二人ばおり」で焼きそばを食べたり（人

格が現れていました。）人間すごろくでジャガイモの皮

をむいたり、福笑いなど、子どもの頃に帰って大笑いし

ました。食事はいつもながら、丹波の西山さんからの差

し入れでかに鍋。今年はその上お刺身、マツタケも…。

能勢でおさしみが食べられるなんて最高！西山さん、

それにお酒や焼酎など、たくさんの差し入れをして下さ

った方ありがとうございました。秋につけこんだ柿酒、

栗酒も試飲できました。感想はもうひとつのようですが

身体にはいいので是非飲んでください。事務所に残りは

おいてあります。

SGからも7人参加。そのうち二人は始めての参加で

「また来年も是非参加したい。」「SGの活動をがんばろ

うと思います。」という心強い感想も聞けてとってもう

れしかったです。

キャンプ会計からの報告 伊東久実子

・収入：参加費、寄付等 59,783円

・支出：施設使用料、飲食材料等 37,530円

差引残高(22,253円)は寄付として受け入れました。
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楽しく暖かな経験をさせ

て頂きました。

幸島 淳

「お～さむ！キャンプ」

というので、どれほど過

酷な（！？）キャンプか

と思っていましたが、大

変暖かな経験をさせてい

ただき、本当にありがと

うございました。

会に入れていただいたとはいえ、「総会」に一度参

加しただけで、皆様にとっては、ほとんど初対面な

のでしたが、自然なご配慮をいただき、何か大きな

プレゼントをいただいたような、心が溶けるような

楽しい経験をさせていただきました。

私も、これまで、いろいろなキャンプなどに参加

してきましたが、障害のある人たちを中心とした集

まりの活動の『継続』を考える上で、あらためて『人

と人が触れあう』ことの原点を感じさせて頂きまし

た。それはやはり、集まられた方々一人ひとりの相

手を思いやる心情の深さと、何よりも、集まること

の楽しみの深さだと思いました。機会を与えて頂い

た皆様に、心から感謝いたします。

会員便り①

北の大地に移ります 中島 文

御無沙汰ばかりで申し訳ありません。浪人確実な高三

と、とにかくどこかにスベリこんで欲しい中三を抱えて

時々ブルーになっています。

さて、結婚以来続いていた流浪の民の様な生活に終止

符をうつべく、ついに居を構えることになりました。

今年の四月からは、北海道民です。北の大地に住むと

なると皆様方にもそうそうお目にかかれる事もなくと思

いますので、新年会か何かの集まりには、出席させてい

ただきたいなと思っております。

会員便り②

骨髄バンク 河南 るり子

最近、塾の非常勤講師として働き始めました。まだ慣

れず大変です。それから幸いに骨髄バンクのドナー候補

に選ばれ、コーディネートを進めていますが、最終的に

選ばれるかはまだわかりません。

移植希望者が全員移植を可能にするにはあと10万人

の登録が必要らしいです。キャンプは寒そうですね。皆

様風邪を引かぬように－。

会員便り③

おいてけぼり…か？ 松井 加奈子

お久しぶりでございます。

夏の山キャンも大成功だったようですね。みなさんの

パワーに感心するとともに自分が『おいてけぼり…』に

なってる気もしたり…。

でも『今にみていろ！ぼくだって』いつかまたキャン

プに参加して思いっきりうたうぞ！と心に決める“おか

も”でありました。

日に日に寒くなってくる季節ですが皆さん体調をくず

されませんように…。オーサムキャンプ楽しんできて下

さい。粟三昧…うらやましいなー。

会員便り④

何とか元気です 今井 悦子

シベリアからの寒気はそろそろ近づくこの頃、仕

度は何からと思案しています。4Ｅの靴を生まれて

始めて買いくつ下を重ね車イスのフットレストと…

行動開始です。

少しのレボリューションは何足を必要とすれば往

きつくのでしょう。一方が新しく他方が古いのは､個

性的な歩き方に依るだけであると覚悟できるや否や。

刻有りてトヨタの電動車イスに試乗するチャンス

は私に創れるか…。さて…はて…。時節到来まで健闘

致します。型式はいずれに。ではまたお会いできる

日を楽しみに

ところで、ブロークンのマロングラッセをバター

トーストにかけるとおいしい。“杣の守人”という和

菓子は材料の栗が餡になっている。

栗の染色は鬼皮を用いる。栗だけで作るコロッケ

があるそうである。付け合わせがスパイスになると

いう一皿の計画なのだそうだ。
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サービスグループの近況報告と今後の予定 中間 秀行（SG副委員長）

かたつむり21のみなさま、平素はサービスグループにご支援、ご指導頂きまして

ありがとうございます。 先日のオータム？キャンプはどうもありがとうございました。

カニ等おいしいものあり、お酒あり、お正月企画あり、楽しい2日間でした。

昨年は、キャンプ以降、11月に千里の万博公園でのジュニア遠足、12月には光陽養

護学校においてジュニアのクリスマス会を行いました。また、きたる2月27日に吹田市

青少年野外活動センターでキャンプアフターケアーとして“もちつき”を行う予定です。

今年のキャンプにおいても、先日の委員会でキャンプ場の予約等の関係で昨年同様、兵庫県美方町の『とち

の木村』に仮予約としました。おそらくお盆時期に確保できると思います。

委員会の方は、社会人が年度末等の時期的な問題もあり、相変わらずさびしいミーティングを行ってますが、

なんとか今年も行事をこなしていきます。また、新しいメンバーを委員会に入れてがんばっていきたいと思い

ます。今年は40周年の年です。キャンプはもとより記念行事等について『かたつむり21』のみなさんのご支援、

ご指導よろしくお願いします。

事務局からのお願い

事務局長代行 岩藤 雅紀

松木事務局長のご家庭の事情で、

急遽、事務局長代行を務めさせて

頂くことになりました。

SG後援会『かたつむり21』は、

この春いよいよ5年目に入ろうと

しています。この間、SGの委員

長も中間君～吉田君～種子嶋君へ

と代替わりし、SGの運営負担を少しでも軽減できたら

と資金的な支援のほか、中津事務所の借り受けにより、

定期的な全体・委員会ミーティングの開催がスムースに

行えるようになりました。このほか備品の維持・管理、

事務所周辺の清掃、コピー機の導入など側面的な活動が

定着してきました。

ただ、せっかく軌道に乗りだした事務所の機能もその

使用は暫定的なものであり、恒久的な基地としての施設

確保にはさらに、情報を含む各位の努力が必要になって

きました。毎年この時期に呼びかけておりますが、施設

の確保への取り組みと会員の増強に引き続き皆様のお力

を発揮していただきたいと思います。

4月以降の来年度はSGの創立40周年、『かたつむ

り21』の誕生からも5年目の節目を迎えます。この号

をお読みの皆様にはSGの活動がこれからも発展するた

めに、ご自身で何ができるのか、もう一度あの熱い時の

思いを思い出して下さい。

◆ お家で眠っている衣類はありませんか？

この春、衣類の入れ替えをする時に、箪笥や衣装函の

中をちょっと見てください。近頃着なくなった服・サイ

ズが合わなくなった服がありませんか？

いつもお世話になっている婦人ホームさんでは、ホー

ム内におられる女性・子供達の衣類を集めておられま

す。家族や友人・職場の方にも声を掛けて、是非ご協力

ください。☆婦人服及び子供服（男女共0歳～15歳位

まで）が入用です。

＜連絡先＞杉野雅子さん・072－792－2488 まで

編集後記

ニューイヤーキャンプ。楽しい中の一体感からか、

能勢の地で単独キャンプを始め、その時の楽しさや

移動キャンプを思い出し、ふっと「ともに歩む」を

連想した。

今年SGは40周年を迎える。これまで､子どもた

ちと、SGと協力をいただいた人たちで、かたつむ

りのように歩んできた40年。これからも続く「とも

に歩む」姿を浮かべる。 石谷 英治


